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「観光を九州の基幹産業に」について 
 
～第４回「九州の未来力 2030」を踏まえた一言提言～ 
 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜溝 渕 寛 明＞ 

＜松 岡 恭 子＞ 

＜村山由香里＞ 

＜益村眞知子＞ 

 

● 重層的な観光産業の展開に期待！ 

 観光産業はグローバルおよびローカル（グローカル）な競争状態にあると

同時に、政治経済的要因に左右されやすい分野です。九州（日本）の文化と

歴史を活かしたソフト・ハード両面からの観光戦略が展開中ですが、観光産

業の持続的な成長・発展のためには、担い手（特に若手）の育成と地域づく

りをセットにした重層的な展開が必要だと思います。 

● ニーズを的確に捉えて観光を成長産業に 

 まさに“九州はひとつ”の取組みで観光を成長産業にしたいもの。 

 温泉、風景、食文化 etc. 資源は十分。 

user 目線でニーズの取り込みを！ 

● 「旅」のプロデュースのポイントは「美しさ」 

 観光は美しさ、楽しさ、美味しさ。 

 世界に通用する Kyushu には、あらゆる側面で、上質で美しいデザインが

必須だと思います。 

 

● 地元を知り、地元を活かし、もっと発信を！ 

 観光においでいただくには、地元の人たちが、地元の魅力に目覚めるこ

と、知ること、愛することが大切です。四季の移ろい、文化、歴史を知り、

分かりやすく表現する。観光客には祭りに参加していただき、その土地に

住んでいるかのような体験をしてもらうことも大事。九州人のあけっぴろ

げな気質は最高の観光財産です。どう表現し、発信するか。あとは、編集

力と発信力だと思います。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜嶋 津 祐 一＞ 

＜椛島 滋＞   

＜長谷川 靖＞ 

● 出来ることからやっていこう！ 

 無料公衆無線ＬＡＮ環境や外国銀行カードのＡＴＭ利用のほか、インフ

ォメーションセンターのマークの統一など外国人旅行者が旅行中に困って

いることが、まだまだあるので、外国人観光客の利便性を高めるため、出

来ることから、直していくという視点も大切ではないでしょうか。 

● もっと積極的なアピールを！ 

 九州は自然・歴史・温泉どれをとっても一級の素材が揃っています。 

 一方、九州があまりに住みよいので、東京・大阪以外に旅行に出かける

人が少ないとの統計もあります。他地域から来た者から見ると日本で最も

魅力のある九州を、外に向かってアピールしていきましょう。 

 

 

● 鉄道とバスが連携した乗り放題パス（「九州パス」）の導入を！ 

 現在、ＪＲ九州には外国人向けに九州内の鉄道が乗り放題（一部例外あり）

の「レールパス」があります。一方、西鉄など九州のバス会社は外国人向けに

高速バスと路線バスが乗り放題の「ＳＵＮＱ（サンキュー）パス」があります。 

 外国人観光客の利便性を高めるために、鉄道とバスの両方が乗り放題になる

「九州パス」導入に向けた議論が再開されることを望みます。 

● 2023 年アジア大会の福岡市への誘致を！ 

アジア大会については、次回は、ベトナムが財政負担を理由に開催地を

返上し、2018 年にジャカルタで代替開催されることまで決まっています。 

日本では 1994 年に広島で開催しており、福岡の都市規模であれば次回の

日本開催地の候補地として可能性は十分にあります。肥大化したアジア大

会を縮小し、永続的に開催できるモデルとして福岡での開催が実現すれば、

九州・福岡の知名度をアジアで上げる機会となります。 

既に福岡 JC などが誘致に向けた準備に入っています。福岡市の創業特区

指定においては、スポーツを通じた起業もテーマです。2023 年に向けて既

存施設の改装、補修を進め、アジアから人を呼び込むための起爆剤となっ

てほしいと思います。 


